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世界遺産ヘ登録

"月四時遺産相会時計受け支問料「古闘員吋叩J珂...リスト
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古都奈良の文化財
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特にごみが多く忽Dます.私たちの環演や金言を守

ごみ0);減貨と再資源化に協力してくださしh

年衆年始は

るためにも

l闘し唱。叫 ごみの持ち込みについては環境滑貫工喝

情 71-3000い .融資源刑判込みについて

は育船帰陳 情 71-9900)へ.

し尿の汲み取り

。会H …"月3Q1U略奪で平常遇。寮携します.

.援み.取院"の司申炉 L込Jム、"は￡れ1ロ21n沼"日I~lま' "'に"おs庫い し 3まEす
。開与柑鉱十… 1川'"叫凶酬 gら-

I限肌必泡わ包剖】 蝋市白摘荷'賛町世公剖e位土 (憎e町 " 一 87 B 2】へ~-

己みの収集

0"周到日玖ト「懲やせるごみJIに曜日の区縫}を特

別収集します.

OrHl刷機ト，.やぜないごみJ，岬i刊酬を

符別収集 l1T.。12l131ULい..r f';やせ&ごみJ，木場自のほ網}を特

別収集します.

0年給---1 )1刊 wから平時間集し..，.

【聞い合bttllt境滑3堅調再 修務萌(曾 71-3012)

へ.-.酬に ついては蜘時間 (ft33-878

， Iへ.
浄化槽清掃

ド配の集.へ問い合わせて〈ださい.

陽険恥市清'勢磨

1一4798) ~ U伽eオ ク 司モE ト管理@φナ一 ピス{曾" 一

3979) ..犬制vゆ，化'繍.管9廻‘セ"一1ft6 2一"
09) I>lfri‘郁1怪4ぷ依刊滑附婦祉 (包 36-0523)

大型ごみ¢閉じ込み

Olf. -1:...12/128凹までγ柑"受付し.す

O年飴… 1}! 4臥Rカら平常通り受付Lます.

l問い合わttl ~置境面育英省官 事穂町針〔包 71-9011)

ー刷峰山川崎川肘社 団 33-87821

011'*… 1 2 11 2'1附"日 Ml 碍ì1.~ . 31[11+:;IJ午前

岬 円 安 仇

0<鎗 L月'"例切から平常通円安Nします.

'"い倉わ.，.嶋市.，聴事局所(・ 11-3012)

~ 

犬猫の死体収集
ヘ

ごみ再生資源の殉ち込み

0'抑制均一目、午後41..1'1受Nし
ます

Q12i!31日特午前9崎、午前"防じ受付します、

O鞠 1I! 4 1liJ!It.H，刊劃到しH

制ゅん 川1'"
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年末年始の市の業務
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市復帰曾34-111U也 〒630-8580二歳決議南-T目1-1・8矧5包

年末年始の
もしもの時の

同総ちし嗣ご阿ったら .問こ同

日耽町医師会叩師会市開会 の

働力を得て甫役所係白夜間応・.・mや体目趨科応

耕輔叩mτ肥の4臨時で明年齢4日

間闘を受"付I:n，~. 特に内科小冊1<i248i'J
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R全・を憂げる開'" 健康保陵.伊必思で...た

.病・霊で怒し咽り できるだ"マイカー タクシ

.どを事用じでくどさい.

"、何小兜栂】

休刊夜間応急..健所 { 祭大略前 丁目前役買局側隊

合 34-1228)と下毘の4指定術院で"時間 . 
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指定病院一覧

健闘岡崎陣扇

休日歯科応...・F柄

"S也5品P裾

年末年抽町応車~療日程

"α)-
13:(附

小
児
科
一

休日歯科応急診療所

(診療時間)午前w時~午後'"'

{lJ8-3目)

(午前B時~午後 1崎、午後7時-'0時)

内科小児科のみ ※見取り図は上方が北
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月

来月の
こよみ

成人式
(中央体育館)

1月"日の成人の UI~t荷風入金保う成人

式を中央体背鎗(法蓮町)で開きます.

今年、市内で成人を趨える削2 め5.~ 0 

0人です

毎年金亀.は n 省筆"ふれる続成人で.

<っくちれます.，奇.人は なっ効しい胴を

見つげ 思 L 幽簡などをして肇しい新春のひ

とときを逸fします.
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